
【取組内容⑤】 地域や家庭と協力し合って行うデジタルシティズンシップ教育
～デジタル機器の利用実態に関する児童アンケートの実施～

京都市立唐橋小学校（京都府）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-5

⚫児童のデジタル機器の利用実態を調査するため、Microsoft Formsを利用したアンケートを実施。アンケート結果を基に、
教職員間で結果の分析・今後の取組の方向性の協議を行った。

⚫ また、保護者とも児童の実態や今後の取組の方向性を共有し、家庭での協力を依頼した。

ICT活用に関する児童の実態を把
握するため、児童向けアンケートを実
施した。

アンケート結果から、学校内で児童の実態の分
析と今後の取組の方向性を校内で協議した。

結果の分析・協議

＜主な質問内容＞
• スマートフォンやタブレットの使い方について、
家の人と約束を守っているか

• テレビゲームや動画視聴をどれだけしているか。
• タブレットを勉強のために使っているか。
• タブレットは勉強の役に立つと思うか。

アンケート実施

今後の
取組の
方向性

• タブレット端末が学習に使えるツールという
意識を高めることが必要。

• 意識付けのために、タブレット宿題を進めて
いくことを決定した。

成 果

◆アンケート結果を基に、児
童の実態や今後の方向性、
必要な取組を学校全体で
共有することができた。児童の

実態

• 家庭でのルールを守っている子が多い。
• 動画やゲームでタブレットを使用している子
が多いが、学習で使用している子は少ない。

◆また、懇談会等を通じて、
保護者にも児童の実態
や今後の取組を伝え、家
庭での協力を依頼するこ
とができた。

＜家庭へ依頼した協力内容＞

• 家庭内のルールを決める際は、「唐橋
ねっとルール」を参考に子どもと話し合って
決めていただきたい。

• オンラインゲームやSNSでの投稿や発言
などについては、保護者の管理下で子ど
もたちが使用するようにお願いしたい。

Formsを利用したアンケートの様子

スマートフォンやコンピュータのつかいかたについていえの人とやくそく
したことをまもっていますか。


